
平
成
二
十
八
年
度

 
 
 

ス
タ
ー
ト
に
当
た
っ
て

 
 

教
育
実
習
総
合
セ
ン
タ
ー
長

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

米
田

豊

新
た
な
３
名
の

先
生
方
を
迎
え
、

新
年
度
が
ス
タ
ー

ト
し
た
。
年
度
初

め
と
は
い
え
、
教

員
採
用
試
験
ま
で

四
ヶ
月
で
あ
る
。

四
月
は
諸
行
事
で

時
は
流
れ
る
。
じ
っ
く
り
腰
を
す
え
て
、
勉
強

し
て
い
た
だ
き
た
い
。

学
習
指
導
要
領
の
改
訂
の
動
き
は
、
論
点
整

理
か
ら
年
末
の
三
答
申
を
へ
て
急
速
に
進
ん
で

い
る
。
そ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
の
一
つ
は
、
「
ア
ク

テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
」
で
あ
る
。
こ
れ
を
踏

ま
え
て
ど
の
よ
う
に
授
業
を
構
想
し
た
ら
よ
い

だ
ろ
う
か
。
ま
た
「
チ
ー
ム
学
校
」
の
一
員
と

し
て
新
任
教
員
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
の
だ
ろ
う

か
。新

し
い
教
育
情
報
を
分
析
し
、
教
育
現
場
の

経
験
豊
富
な
セ
ン
タ
ー
の
先
生
方
と
と
も
に
、

教
員
採
用
試
験
に
備
え
て
い
た
だ
き
た
い
。

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

深
田
英
世

こ
の
度
三
十
八
年
間
の

教
師
生
活
を
終
え
、
四
月

か
ら
教
育
実
習
総
合
セ
ン

タ
ー
で
お
世
話
に
な
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ

ま
で
子
ど
も
た
ち
と
か
か
わ
っ
た
経
験
や
教
育

行
政
で
の
経
験
を
も
と
に
、
教
職
を
目
指
す
皆

さ
ん
の
願
い
が
叶
う
よ
う
お
手
伝
い
で
き
た
ら

と
思
い
ま
す
。
未
来
の
社
会
を
担
う
子
ど
も
た

ち
の
育
成
に
共
に
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

 
 
 
 

 
 
 
 

門
脇
千
里

県
立
西
脇
高
等
学
校
を

定
年
退
職
し
、
今
春
よ
り

教
育
実
習
総
合
セ
ン
タ
ー

に
お
世
話
に
な
り
ま
す
。

笑
顔
い
っ
ぱ
い
の
子
ど
も

た
ち
を
育
む
、
情
熱
あ
ふ

れ
る
教
員
を
目
指
す
大
学
院
生
の
皆
さ
ん
の
夢

を
叶
え
る
た
め
に
、
精
一
杯
サ
ポ
ー
ト
さ
せ
て

い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

 
 
 

  
     

 

森
川
雅
博

私
は
西
宮
市
の
特
別
支

援
学
校
を
退
職
し
、
こ
の

春
よ
り
当
セ
ン
タ
ー
に
勤

め
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
近
年
、
目
ま
ぐ
る
し

い
社
会
の
変
化
と
と
も
に
、
教
育
現
場
に
は
よ

り
多
く
の
期
待
と
課
題
が
寄
せ
ら
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
小
学
校
教
員
、
教
育
委
員
会
指

導
主
事
、
管
理
職
と
し
て
の
経
験
で
、
少
し
で

も
皆
さ
ん
の
支
援
が
で
き
る
よ
う
頑
張
り
ま

す
。

■
セ
ミ
ナ
ー
通
信

学
校
教
育
現
場
に
関
す
る
情
報
、
教
員
採

用
試
験
に
関
す
る
情
報
、
セ
ミ
ナ
ー
に
関
す

る
情
報
な
ど
タ
イ
ム
リ
ー
で
重
要
な
情
報
を

提
供
す
る
た
め
、
月
一
回
程
度
発
行
し
ま

す
。

■
セ
ミ
ナ
ー
ア
ン
ケ
ー
ト
・
院
生
代
表
者

会
議

セ
ミ
ナ
ー
受
講
生
の
意
見
や
要
望
を
取
り

入
れ
、
よ
り
よ
い
セ
ミ
ナ
ー
に
す
る
た
め
に
実

施
し
ま
す
。
ど
う
ぞ
、
教
育
実
践
セ
ミ
ナ
ー
を

積
極
的
に
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

平
成
二
十
九
年
度
教
員
採
用
試
験
の
日
程
が

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
掲
載
さ
れ
始
め
ま
し

た
。
各
県
市
ご
と
の
選
考
試
験
情
報
も
次
々
に

発
表
さ
れ
て
い
ま
す
。

五
月
号
で
紹
介
し
て
い
き
ま
す
が
、
皆
さ
ん

も
ア
ン
テ
ナ
を
高
く
立
て
、
必
要
な
情
報
を

キ
ャ
ッ
チ
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

本
年
度
も
教
採
や
実
習
等
に
役
立
つ
教
育
情

報
を
原
則
月
一
回
発
刊
し
ま
す
。
教
育
実
習
総

合
セ
ン
タ
ー
と
皆
さ
ん
を
つ
な
ぐ
一
つ
の
ツ
ー

ル
と
し
て
役
立
つ
よ
う
遠
慮
な
く

ご
意
見
・
ご
感
想
を
お
聞
か
せ
く

だ
さ
い
。

 4 月号

平成２８年４月１３日（第１号）

三
月
末
日
で
ご
退
任
さ
れ
た

船
越
哲
也
先
生
、
大
林
英
夫
先

生
、
大
久
保
信
三
先
生
、
温
か

い
ご
指
導
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

教
育
実
践
セ
ミ
ナ
ー

「
教
育
講
演
会
」 

 

演
題

「
教
え
る
」
か
ら
「
育
て
る
」
に 

 

講
師

神
河
町
立
神
河
中
学
校
主
幹
教
諭

 
 
 
 
 
 
 

高
橋
浩
之

先
生

日
時
：
四
月
二
十
日

 
 

 
 
 

 
 

（
水
）

午
後
二
時
五
十
分
～

場
所
：
共
通
講
義
棟

二

一

一
号

実

践

サ

ポ

ー

ト

ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
の
視
点
か
ら
の 
 

不
断
の
授
業
改
善

・
習
得
・
活
用
・
探
究
と
い
う
学
習
プ
ロ
セ

ス
の
中
で
、
問
題
発
見
・
解
決
を
念
頭
に

置
い
た
深
い
学
び
の
過
程
が
実
現
で
き
て

い
る
か

・
他
者
と
の
協
働
や
外
界
と
の
相
互
作
用
を

通
じ
て
、
自
ら
の
考
え
を
広
げ
深
め
る
、

対
話
的
な
学
び
の
過
程
が
実
現
で
き
て
い

る
か

・
子
供
た
ち
が
見
通
し
を
持
っ
て
粘
り
強
く

取
り
組
み
、
自
ら
の
学
習
活
動
を
振
り

返
っ
て
次
に
つ
な
げ
る
、
主
体
的
な
学
び

の
過
程
が
実
現
で
き
て
い
る
か

（
文
科
省
教
育
課
程
企
画
特
別
部
会
論
点
整

理
補
足
資
料
よ
り
一
部
抜
粋
）

教
育
課
題
の
考
察
や
論
作
文
の
指
導
を
通

し
論
理
的
思
考
力
を
深
め
、
教
師
と
し
て
必

要
な
資
質
能
力
を
高
め
ま
す
。
ま
た
、
模
擬

授
業
演
習
や
面
接
指
導
・
演
習
を
通
じ
て
、

様
々
な
場
面
に
対
応
で
き
る
教
採
対
策
を
支

援
し
ま
す
。

□
論
作
文
・
面
接
指
導

□
先
輩
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

□
模
擬
授
業
演
習 

 

等
々

連
携
協
力
校
で
の
実
習
を
円
滑
か
つ
効
果

的
に
行
う
た
め
、
迷
い
悩
ん
で
い
る
こ
と
に

つ
い
て
教
育
相
談
を
行
い
、
助
言
し
ま
す
。

教
育
の
今
日
的
課
題
等
に
対
応
す
る
た

め
、
豊
富
な
教
育
実
践
を
有
す
る
セ
ン
タ
ー

ス
タ
ッ
フ
や
現
職
の
ス
ー
パ
ー
テ
ィ
ー

チ
ャ
ー
等
の
講
義
・
演
習
や
近
隣
の
学
校
訪

問
等
を
通
し
て
、
大
学
院
に
お
け
る
学
び
の

根
幹
で
あ
る
「
理
論
と
実
践
の
融
合
・
往

還
」
を
支
援
し
ま
す
。

□
教
育
講
演
会

□
学
校
訪
問

□
特
別
支
援
教
育
の
実
際

等
々

●
新
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
紹
介

教

採

サ

ポ

ー

ト

実

習

サ

ポ

ー

ト

そ

の

他

前期

セミナー

時間割

P１生

月曜 ３限

P２生

金曜１・２限

P３生

月曜４限

水曜１・２限

◆
教
育
講
演
会
の
ご
案
内

講
師
紹
介

陸
上
競
技
部
顧
問
と
し
て
種
目
を
問
わ
ず

多
数
の
全
国
大
会
優
勝
者
・
入
賞
者
を
育

て
，
都
道
府
県
対
抗
女
子
駅
伝
兵
庫
県
チ
ー

ム
監
督
も
務
め
た
。
生
徒
指
導
面
に
お
い
て

も
「
育
て
る
」
こ
と
の
大
切
さ
を
説
く
。

【
参
加
対
象
】

・
教
職
大
学
院
各
コ
ー
ス
及
び
修
士
課
程
大

学
院
生

・
学
校
教
育
学
部
学
部
生

皆
さ
ん
、
多
数
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

中
教
審
か
ら
三
答
申
が
出
さ
れ
ま
し
た

答
申
は
次
の
三
本
で
す
。

・
こ
れ
か
ら
の
学
校
教
育
を
担
う
教
員
の
資
質

能
力
の
向
上
に
つ
い
て

・
チ
ー
ム
と
し
て
の
学
校
の
在
り
方
と
今
後
の

改
善
方
策
に
つ
い
て

・
新
し
い
時
代
の
教
育
や
地
方
創
生
の
実
現
に

向
け
た
学
校
と
地
域
の
連
携
・
協
働
の
在
り

方
に
つ
い
て

教
員
採
用
試
験
に
臨
む
皆
さ
ん
は
、
こ
れ
ら

の
答
申
か
ら
今
後
の
教
育
現
場
に
求
め
ら
れ
る

キ
ー
ワ
ー
ド
を
押
さ
え
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。 ★

教

採

情

報

コーディネーター

連携協力校担

当 地 区

担当地区
(丹波市）

(篠山市）

(三田市）
（猪名川町）

担当地区

(加古川市）

(高砂市）

担当地区

(加東市）

(加西市）

担当地区

（三木市）

担当地区

(稲美町）

(播磨町）

(小野市）

担当地区
(明石市）

(西脇市）
(多可町）

担当地区
(尼崎市）

(西宮市）
(伊丹市）
(芦屋市）

担当地区

(神戸市）

(姫路市）

（県立高校）

笹倉政之 先生吉竹主税 先生森川雅博 先生門脇千里 先生

西本弘子 先生平野輝雄 先生深田英世 先生 植田吉則 先生 

押
さ
え
て
お
く
べ
き
キ
ー
ワ
ー
ド

「
教
員
は
学
校
で
育
つ
」
「
学
び
続
け
る

教
員
」
「
チ
ー
ム
と
し
て
の
学
校
」
「
学

校
と
地
域
の
連
携
・
協
働
」
「
地
域
学
校

協
働
本
部
」
「
地
域
連
絡
担
当
教
職
員
」

（
仮
称
）
「
地
域
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
」

な
ど

●

意

見

・

感

想

を

募

集

●
教
育
実
践
セ
ミ
ナ
ー
の
紹
介


